
さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業

第3回ワークショップについて
データを活用した地域課題解決の在り方

令和5年12月27日（水）

場所：浦和コミュニティセンター15集会室

さいたま市スマートシティ推進コンソーシアム
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さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業 第3回ワークショップ

3回目ワークショップの予定

1 本事業および第3回WSについて

13:00~13:05

2 講師のご紹介

3 前回の振り返り、役割分担の確認、
本日の取り組み内容の整理

13:05~13:30

4 対策案として建てた仮説の裏付け・ブラッシュアップ 13:30~15:30

5 これまでの成果を資料に整理 15:30~16:00

6 各グループの発表、次回以降に向けて（総評、連絡） 16:00~16:30

※休憩は各自で適宜取得してください
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さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業 第3回ワークショップ

データ利活用による地域課題解決に活躍される講師（※敬称略）

講師のご紹介

講師

株式会社国際経済研究所
非常勤フェロー・JCoMaaS 理事

宮代陽之
み や だ い は る ゆ き

講師

東京都立大学
教授

相原健郎
あ い は ら け ん ろ う

プロフィール

• モビリティと都市・社会の関係とその変化に

注目し、内外動向調査・分析に従事

• 現在はMaaSやスマートシティの日本での実

装・実践に関する課題や機会について取り

組む

プロフィール

• 情報学的観点からの行動把握、行動変

容に関する認知モデル、方法論、および、

システムに関する研究に取り組む

• また、文化・芸術における知の共有などに

関する研究にも従事
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さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業 第3回ワークショップ

前回構築した対策案の仮説を、データ分析等を通じて改善・ブラシュアップを行い、
全員での成果共有を目的とした発表という流れで進行する予定

3回目のサマリ

13:05~13:30 13:30~15:30

役割分担を再確認しながら
2回目のまとめを振り返り、
今日の分析・検証で
確認する内容の整理と
QGIS等の準備を行う。

立てた仮説を裏付ける前提でデータを
分析し、より筋の良い仮説となるように
ブラシュアップをかける。

※分析アプローチも同時に学ぶ

16:00~16:30

作成資料を使って各Gから発表

• 資料を使った成果発表

• 次回のワーク計画

• クロージング（総評、閉会）

15:30~16:00

これまでのワーク結果を
資料として整理することで、
目的達成、課題解決
の点で仮説の妥当性が
あるかどうかを確認する。

4回目に向けて、
不足・改善・改良の
ポイントについて考察する。
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さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業 第3回ワークショップ

前回、各グループで検討した対策案を元に裏付けやブラシュアップをかける

前回の振り返りと今回のワークの流れ

＜課題＞埼玉スタジアムの試合日
 美園駅周辺の混雑緩和と定時性確保

＜仮説＞
新規路線として浦和線にも需要あり

＜2回目の分析・検証結果＞
浦和駅利用が想定される居住地の人の動き
を分析。武蔵野線の利用は3割程度で、それ
以外は自家用車による移動と推定された。
また、スタジアムに15時着が多く、13･4時頃か
ら移動開始していると想定された。

＜対策としての仮説＞
① 463号線手前まで自家用車、そこからピ

ストン輸送により渋滞解消可能。イオンと
の連携で効果UP

② 鷺山公園の駐車場をパークアンドライドの
拠点として活用可能では？

＜3回目以降のワークでの深堀＞
‣マイカー利用者のバス利用の潜在需要は？
‣試合相手や結果によって経路需要が変わる可
能性は？

‣どこで消費活動をしているか？買い物は？

＜課題＞大宮スタジアムの試合日
 周辺の渋滞緩和と寄り道消費UP

＜仮説＞
試合終了後、大宮駅利用者の滞在時間が
長く消費が多い

＜2回目の分析・検証結果＞
スタジアム着の人の移動軌跡を可視化、居住
地の割合を分析。仙台戦・水戸戦の鉄道利
用のギャップ。

＜対策としての仮説＞
① ウォーカブル環境を活かした歩行者向けの

施策、マイカーから歩行へのモーダルシフト
② パークアンドライド等のアクセスポイントの

整備、グリスロとの共存
＜3回目以降のワークでの深堀＞
‣スタジアムの利用状況→大宮区役所へ確認
‣点群データで滞在時間を調査
‣仙台サポーターの終了後滞在時間
‣年齢層など属性で分布調査
‣道路の混雑状況
‣年代別の消費動向の調査

＜課題＞新都心スーパーアリーナでのイベント日
 周辺エリアの消費活性化

＜仮説＞
イベント終了後、周辺に滞留せず帰ってしまう

＜2回目の分析・検証結果＞
5/13のイベント終了時、市民を除く人の18-

20時の2時間の滞留箇所の特定。
20~30代は滞留しない。75%は周辺エリア外
に移動。50代以上は周辺に留まる傾向。

＜対策としての仮説＞
① キッチンカーの配置、周辺エリアでイベント

開催した有名人等の関連コンテンツ配信
② 大宮駅等の近隣駅での消費を活性化

シェアモビ等の利用促進、宿泊者対策
＜3回目以降のワークでの深堀＞
‣他のイベント日でも年代別に同様の傾向があ
るか？を確認

‣対策の有効性の検証や具体化

グループ１ グループ２ グループ３



ワークの流れについて
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さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業 第3回ワークショップ

問題解決のアプローチを用いて考察内容を整理しながらこれまでのワークを振り返りましょう

問題解決アプローチについて

問題の特定

原因 解決策

原因 原因 解決策 解決策

期限

原因 解決策

目標

原因 解決策

数値

原因 原因 課題 解決策 解決策 施策

原因 解決策 体制

原因 解決策

計画

原因 原因 解決策 解決策 リスク

原因 解決策

原因の究明 解決策の立案

何が問題か？
どこが
問題か？

なぜ問題が起こるのか？
本質的
課題は？

解決策の選択肢は？
実行する
施策は？

施策の
目標と具体的計画は？

問題の所在あるべき姿

問題 問題の所在

現状
問題の所在

予算

スケジュール
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さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業 第3回ワークショップ

埼玉スタジアムでの試合日に潜在的な公共交通需要があるのでは？という観点から
マクロ視点で移動実態の全体像を見つめながら浦和からの移動需要に焦点を絞っている

グループ１の場合

問題の特定

原因 解決策

原因 原因 解決策 解決策

期限

原因 解決策

目標

原因 解決策

数値

原因 原因 課題 解決策 解決策 施策

原因 解決策 体制

原因 解決策

計画

原因 原因 解決策 解決策 リスク

原因 解決策

原因の究明 解決策の立案

何が問題か？
どこが
問題か？

なぜ問題が起こるのか？
本質的
課題は？

解決策の選択肢は？
実行する
施策は？

施策の
目標と具体的計画は？

問題の所在あるべき姿

問題 問題の所在

現状
問題の所在

予算

スケジュール

潜在需要を獲得して
公共交通利用が向上

埼玉スタジアムの
試合日の移動需
要を拾えない

試合後の人の移
動とバスの路線や
時刻が合わない
のでは？

浦和からのバス
路線が合わない
のでは？

需要を拾える浦和
路線が無い

パークアンドライドの
可能性はどうか？
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さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業 第3回ワークショップ

大宮スタジアムでの試合日に潜在的な公共交通や消費需要があるのでは？という観点から
マクロ視点で移動実態の全体像を見つめながら、ミクロ視点の解説策とのつながりを考えている

グループ２の場合

問題の特定

原因 解決策

原因 原因 解決策 解決策

期限

原因 解決策

目標

原因 解決策

数値

原因 原因 課題 解決策 解決策 施策

原因 解決策 体制

原因 解決策

計画

原因 原因 解決策 解決策 リスク

原因 解決策

原因の究明 解決策の立案

何が問題か？
どこが
問題か？

なぜ問題が起こるのか？
本質的
課題は？

解決策の選択肢は？
実行する
施策は？

施策の
目標と具体的計画は？

問題の所在あるべき姿

問題 問題の所在

現状
問題の所在

予算

スケジュール

イベント日の需要を獲
得して道中の消費行
動を拡大

大宮スタジアムの
試合日の移動需
要を拾えない

マイカーでのアク
セスが多いので
は？

渋滞によりバス路
線が少ないので
は？

需要を拾える路線
が無い

ウォーカブル空間を
活用した歩行へのシ
フトはどうか？

パークアンドライドの
可能性はどうか？
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さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業 第3回ワークショップ

スパーアリーナイベント時に潜在的な消費需要があるのでは？という観点から
ミクロ視点でイベント時消費行動の問題をとらえつ、マクロ視点で移動実態を見ている

グループ３の場合

問題の特定

原因 解決策

原因 原因 解決策 解決策

期限

原因 解決策

目標

原因 解決策

数値

原因 原因 課題 解決策 解決策 施策

原因 解決策 体制

原因 解決策

計画

原因 原因 解決策 解決策 リスク

原因 解決策

原因の究明 解決策の立案

何が問題か？
どこが
問題か？

なぜ問題が起こるのか？
本質的
課題は？

解決策の選択肢は？
実行する
施策は？

施策の
目標と具体的計画は？

問題の所在あるべき姿

問題 問題の所在

現状
問題の所在

予算

スケジュール

新都心エリアでの消費
活性化

スーパアリーナイ
ベント時の消費
需要を拾えない

周辺エリアに移動
してしまうので
は？

アリーナ周辺エリアで
コンテンツ配信

近隣駅での消費活
性化のためのシェア
モビ利用促進

アリーナ周辺に楽し
いコンテンツがない
のでは？
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さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業 第3回ワークショップ

解決すべき課題を具体化するために実施した分析を振り返ってみてください

問題～解決すべき課題の導出

解決したい問題
問題の所在の
「仮説」は？

分析・検証
すべき確認事項

分析・検証

公共交通需要の取り込
みが不十分な点がある
のではないか？

浦和地域の浦和市役
所で行っているウナギ祭
りで公共交通利用促進
ができるのではないか

そもそも来訪者は多いの
か

どこに住んでいる人が来
ているか

何時ごろに来て何時ごろ
に帰っているか

どういう手段で来ている
か

周辺の駐車場はの容量
はどうか

普段と比較して、祭りの
来訪者は5倍

市役所からある程度の
距離があるエリアだと〇
〇エリアの人が多い

イベント開始の10時から
17時までで、どこかの時
間帯に集中していない

鉄道のアクセスがわるい
〇〇エリアは車が多い

駐車場が不足しており、
車利用でも不便

・・・ ・・・
※記載内容はイメージであり、
実際の結果ではない

ウナギ祭りでは、〇〇エ
リアから＊＊%の人が車
を利用しており、公共交
通が活用されていない

解決すべき
課題とは？

〇〇のイベントにあたって
バスが無いから車で移動
してしまっていないか？
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さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業 第3回ワークショップ

解決すべき課題の解決策を検討する段階の分析を振り返ってください

解決すべき課題～解決策の具体化

ウナギ祭りでは、〇〇エ
リアから＊＊%の人が車
を利用しており、公共交
通が活用されていない

解決すべき
課題とは？

対策案・解決策
としての仮説

分析・検証
すべき論点

分析・検証

バス＋鉄道＋祭りチケッ
トのセット販売

効果的なルートはどこか

車で来るのと比較して便
利になるか

どの時間帯にどれくらいの
頻度でバスが必要か

どれくらいの転換が見込
めるか

運行にかかる費用・収
入はどの程度か

〇〇エリアの××バス停
から△△駅を経由する
ルート

車を利用した場合と所
要時間は大きく変わらず
不便になることはない

イベント開始から終了ま
で、30分に1本程度は
必要

来訪者の1割程度は転
換が見込める

費用は〇〇、収入は〇
〇

・・・ ・・・

複数の仮説を考え、それぞれの対策案に
ついて比較・評価までできるとなおよい

祭り出店者とコラボした
バス利用によるインセン
ティブ付与



３、４回目で作成いただく
成果物用テンプレート

※4回目に発表いただくもの
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さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業 第3回ワークショップ

ビジネスモデルキャンバス

主なパートナー

どのようなパートナーと
協業できるか

主な活動

どんなタスクが必要か

価値提案

どんな価値を届けるか

顧客との関係

どのように顧客と関係を
築くか

顧客セグメント

誰に価値を届けるのか

主なリソース

必要なリソースはどれく
らいか

チャネル

どのような経路で届ける
か

コスト構造

どのようなコストが発生するか

収益の流れ

どのような仕組みで収益を生むか

対策案をビジネスモデルキャンバスのフレームワークに整理しながら
ブラッシュアップをかけてください（※付箋を使います）
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さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業 第3回ワークショップ

ビジネスモデルキャンバス

主なパートナー

どのようなパートナーと
協業できるか

主な活動

どんなタスクが必要か

価値提案

どんな価値を届けるか

顧客との関係

どのように顧客と関係を
築くか

顧客セグメント

誰に価値を届けるのか

主なリソース

必要なリソースはどれく
らいか

チャネル

どのような経路で届ける
か

コスト構造

どのようなコストが発生するか

収益の流れ

どのような仕組みで収益を生むか

ビジネスモデルキャンバスでの考察のポイント

共創としてどういう掛け算が生まれたか？

モビリティ×〇〇＝効果は何？評価指標は？

他のグループと相互に共通する点と相違する点を考えてみる。
連携・協調で相乗効果につながらないか？

誰と何を何のためにどう組むか？
どんなシナジーが生まれそうか？

「サービスの受益者」は他にいないか？

顧客に届けるために他の手段はないか？

来年度以降の施策・事業として、ヌケモレ、効果が見込めるものか？
なぜか？＋αを狙うためには何を取り組めばよいか？



16

さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業 第3回ワークショップ

ビジネスモデル考察ではピクト図を利用して
異業種連携等による付加価値の追求などアイデアを膨らませてください

ピクト図を活用したブラッシュアップ

利用者

店舗

乗合交通
サービサー

乗合
サービサー

※ヒト・モノはわかりやすいアイコンを利用することもOK

協賛金￥ ￥運賃
サイネージシステム

（予約＆運行情報
、広告）

乗合待機所

￥
買物・飲食等

￥
システム利用料

乗合配車
運行管理
サービス

図で使用するパーツ 例）乗合交通のビジネスモデル

乗合
輸送
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さいたま市地域交通共創人材・コーディネーター育成事業 第3回ワークショップ

ピクト図を使った考察のポイント

ピクト図を活用したブラッシュアップ

妄想から始めて
具体化していく。

取り組みとして実行性・実効性が
あるものになっているか？

実情を現地現物で確認して
考察すべきポイントはどこ？

三方良しの視点でも
成立しているか？


